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「楽しい刈り取り！！
　　おいしいかな？」



ことばの
ヒント！

自主財源 31.4 億円 依存財源 102.7 億円 

歳　入
134億 884万円の内訳

義務的経費 48.5 億円 投資的経費6.6 億円 その他の経費 75.6 億円 

歳　出
130億 7,306万円の内訳

▼ 

定
例
会
　
令
和
２
年
度
決
算

令和２年度

決算

一般会計

史
上  

　
　
　規
模
130
億
円
!!

最
大

歳
入

歳
出

自 主 財 源：町が自主的に収入できるお金。
依 存 財 源：国や県など、町以外の法律・基準・意思により決定され、
　　　　　　町に分配・交付されるお金。

扶　助　費：児童手当や乳児・重度心身障がい者の医療費に使う経費。
公　債　費：町が借り入れたお金の返済に充てる経費。
物　件　費：委託料、消耗品費、備品購入費、郵便料などの経費。
義務的経費：人件費や扶助費、公債費など任意に削減できない極めて
　　　　　　硬直性が高い経費。
投資的経費：支出が学校や道路などの資産の形成に向けられて、財産
　　　　　　として将来に残るものに対して支出される経費。

　令
和
３
年
第
３
回
定
例
会

は
、
９
月
２
日
か
ら
１０
日
ま

で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
が
、
９
日
に
議
案

審
議
が
終
了
し
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　町
議
会
議
員
及
び
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の

制
定
や
町
公
契
約
条
例
の
制

定
、
町
財
政
運
営
に
関
す
る

条
例
の
制
定
、
令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
審

議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
令
和
２
年
度
一
般

会
計
、
特
別
会
計
な
ど
の
決

算
認
定
議
案
８
件
に
つ
い
て

は
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
集
中
審
査
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。
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▼ 

定
例
会
　
令
和
２
年
度
決
算

会計の名称 収　　入 支　　出 差引残額

国民健康保険 24億　854万円 23億7,340万円 3,514万円

奨学資金貸付事業 2,015万円 1,972万円 43万円

公共下水道事業 10億4,445万円 10億3,166万円 1,279万円

農業集落排水事業 1億2,475万円 1億2,142万円 333万円

介護保険 23億2,216万円 22億2,850万円 9,366万円

後期高齢者医療 2億2,656万円 2億2,183万円 473万円

病院事業(収益的収支) 9億2,007万円 9億7,519万円 ▲5,512万円

※四捨五入の関係上、合計（小計）において一致しない場合があります。

▼各会計別の決算

▲議案審議を進める　西舘秀雄 議長（左）、楢山忠 副議長（中）、澤上訓 決算特別委員長（右）
にし だて  ひで    お なら やま ただし さわ  かみ  さとし

実質収支は
２億８,７３６万円の

黒字

実質単年度収支は
３,０８８万円の

赤字
※実質収支＝（歳入－歳出）－
　　　　　　翌年度に繰り越すお金

しかし

※実質単年度収支＝実質収支－前年度の実質収支
　　　　　　　　　＋積立金－取崩額

平成２８年度から
５年連続の赤字
その累計は
約５億９，７４４万円

▼一般会計 目的別歳出決算額

民生費
37.0 億円

民生費
34.2 億円

総務費
38.6 億円

総務費
13.3 億円

土木費
14.1 億円

土木費
13.0 億円

公債費
11.1 億円

教育費
12.3 億円

教育費
10.3 億円

その他
11.6 億円

その他
10.5 億円

消防費 5.0 億円

消防費 4.2 億円
0億円 20 億円 40 億円 60 億円 80 億円 100 億円 120 億円 140 億円

議会費 1.0 億円

議会費 1.0 億円

公債費
10.8 億円
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表1　不納欠損額の推移

表2　収入未済額の推移

︻
決
算
審
査
意
見
︼

　

各
会
計
と
も
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
令
和
２
年
度
の
決

算
額
は
、
前
年
度
比
で
歳
入

で
は
21
・
９
％
、
歳
出
で
も

21
・
２
％
の
大
幅
な
増
加
と

な
っ
た
。
収
支
状
況
は
、
実

質
収
支
、
単
年
度
収
支
と
も

黒
字
と
な
っ
た
。

　

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、

財
政
力
指
数
及
び
実
質
公
債

費
比
率
が
や
や
上
昇
し
、
将

来
負
担
比
率
は
改
善
し
て
い

る
。

　

実
質
単
年
度
収
支
は
３
０

８
８
万
６
０
円
の
赤
字
で
、

５
年
連
続
と
な
っ
た
。
物
件

費
等
の
経
常
経
費
が
増
加
す

る
一
方
、
地
方
交
付
税
等
の

経
常
的
収
入
も
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
赤

字
幅
は
減
少
し
た
が
、
依
然

と
し
て
財
政
硬
直
化
の
状
態

で
あ
る
。
実
質
単
年
度
収
支

の
赤
字
は
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
し
対
応
し
て
い
る
た

め
、
財
政
指
標
の
推
移
に
は

十
分
留
意
さ
れ
た
い
。

　

特
別
会
計
に
お
い
て
は
令

和
２
年
度
の
一
般
会
計
か
ら

総
額
13
億
８
５
９
０
万
円
が

特
別
会
計
に
繰
り
出
さ
れ
て

い
る
。
自
律
性
・
独
立
性
を

高
め
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
効

率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
ら

れ
た
い
。

︻
財
政
健
全
化
審
査
意
見
︼

　

財
政
健
全
化
判
断
の
４
項
目

（
①
実
質
赤
字
比
率
②
連
結
実

質
赤
字
比
率
③
実
質
公
債
費

比
率
④
将
来
負
担
比
率
）
の

指
標
は
、
早
期
健
全
化
基
準

を
全
て
下
回
っ
て
お
り
、
特

に
指
摘
す
べ
き
事
項
は
な
い
。

︻
経
営
健
全
化
審
査
意
見
︼

　

資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

は
、
病
院
事
業
、
公
共
下
水

道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事

業
の
各
会
計
は
赤
字
に
な
っ

て
お
ら
ず
、
結
果
と
し
て
資

金
不
足
比
率
の
数
値
は
出
ず
、

良
好
な
状
況
と
認
め
ら
れ
る
。

︻
不
納
欠
損
額
︵
表
１
︶
及
び

収
入
未
済
額︵
表
２
︶の
状
況
︼

　

令
和
２
年
度
の
不
納
欠
損

額
は
、前
年
度
比
で
約
２
３
６

万
円
増
加
し
、２
８
７
３
万
円

と
な
っ
た
。内
訳
は
、町
税
と

国
保
税
が
全
体
の
86
・
６
％
を

占
め
て
い
る
。国
保
税
の
不
納

欠
損
額
は
前
年
度
比
で
約
４

０
４
万
円
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
収
入
未
済
額
は
、

前
年
度
比
で
約
３
７
０
８
万

円
減
少
。
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
病
院
事
業
会
計
と
も

減
少
し
、
２
億
９
５
９
５
万

円
と
な
っ
た
。
収
入
未
済
額

は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
今

後
も
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

監査委員

木
き

村
む ら

　忠
ちゅう

一
い ち

代表監査委員

柏
かしわ

崎
ざ き

　堅
け ん

一
い ち

決算審査報告

監査委員の意見
町民福祉の向上に努め
適正かつ効率的な
行政運営を望む

※四捨五入の関係上、金額が一致しない場合があります。

▼ 

定
例
会　

決
算
審
査
報
告
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年度 実質単年度収支※1
経常収支
比率※2

Ｈ27 1億85万円 89.7%
Ｈ28 ▲ 8,575万円 88.6%
Ｈ29 ▲1億6,836万円 91.2%
Ｈ30 ▲1億4,707万円 95.1%
R １ ▲1億6,538万円 94.4%
R ２ ▲ 3,088万円 95.3%

※実質単年度収支は５年連続で赤字となって
　おり、毎年、財政調整基金を取り崩し補填し
　ています。

※四捨五入の関係上、金額が一致しない場合があります。

区　分 Ｒ2年度 R1年度 増減額
財政調整基金 14.07億円 14.01億円 0.06億円
減債基金 7.08億円 7.08億円 0.00億円
地域振興基金 12.31億円 12.30億円 0.01億円
公共施設整備基金 8.25億円 8.07億円 0.18億円
その他（16基金） 12.85億円 13.16億円 ▲0.31億円

合　計 54.56億円 54.61億円 ▲0.05億円

【基金残高(町の貯金)】
区　分 Ｒ2年度 R1年度 増減額

一般会計 96.33億円 101.66億円 ▲5.34億円
公共下水道事業 58.52億円 62.88億円 ▲4.36億円
農業集落排水事業 5.06億円 5.45億円 ▲0.39億円
病院事業 0.62億円 0.57億円 0.05億円

合　計 160.52億円 170.56億円 ▲10.04億円

【地方債残高(町の借金)】

※1 実質単年度収支がマイナスだと？
　財政調整基金を取り崩し、財源不足を補っている
状態。
　家庭で例えると、毎年、貯金を取り崩している状態です。

※2 経常収支比率とは？
　人件費、扶助費等の経常的経費に地方税、地方交付税
等の経常的収入を比率で表している。この数値は概ね
70～80％の間が理想とされ、比率が高いほど財政の硬
直化が深刻化し余裕がない状態。
　家庭で例えると、急な出費の時に対応できない状態
です。

令和２年度の経常収
支比率は95.3％で
昨年度比では0.7％
上昇し、硬直化がよ
り進みました。

実 質 公 債 費 比 率 と
は、収入に対する１年
間の借金返済額の割
合で、当町は年々減
少傾向でしたが昨年
度比は0.1％増加し、
悪化しました。

▼ 

定
例
会　

決
算
審
査
報
告

地方債残高は合併
時より44.1億円減
少しました。

実質単年度収支は
振れ幅が大きいで
すが、前年度比では
赤字額は1.3億円
減少しました。

財政調整基金は平
成２８年度のピーク
時より2.8億円減少
しました。
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行
政
報
告

令和3年度　一般会計（第２号）　令和３年６月15日専決
歳入の主な内容 補正予算額 歳出の主な内容 補正予算額

稲生川土地改良区総代選挙費委託金 50万円 稲生川土地改良区総代選挙費 58万円
令和３年度　一般会計（第３号）

既定予算の総額から4，038万円を増額し、予算総額は、102億4，054万円となった。
歳入の主な内容 補正予算額 歳出の主な内容 補正予算額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金 95万円 各種税金コンビニエンス支払い手数料 113万円

新型コロナウイルスワクチン集団接種実施に伴う時間外勤務手当 1，471万円
新型コロナウイルスワクチン接種体制
確保事業費補助金

1，701万円 新型コロナウイルスワクチン集団接種実施に伴う医薬品購入 160万円
新型コロナウイルスワクチン集団接種業務委託料 1，585万円

財政調整基金繰入金 2，243万円 水産物プレミアム販売事業費補助金 60万円
防災無線蓄電池交換等委託料 348万円

表１【接種スケジュール】

表2【今後の集団接種実施予定日】

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

７
月
臨
時
会
　
議
案
審
議

７月
臨時会

７   月  補  正  予    算

　
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
７
月
８
日
の
１
日

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
係
る
手
数
料
条
例
の
改
正
や

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
審
議
の
結

果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▼ 議案審議一覧
７月８日(木)
全て原案可決

承
認
第
９
号

議
案
第
49
号

議
案
第
50
号

議
案
第
51
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
３
年
度

お
い
ら
せ
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
）

お
い
ら
せ
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

学
校
用
バ
ス
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
お
い
ら
せ
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て

　
町
の
都
市
計
画
見
直
し
は
令
和
２
年

１
月
23
日
か
ら
法
手
続
に
着
手
し
、
当

初
は
令
和
３
年
４
月
１
日
の
施
行
目
標

だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
延
期
し
令
和
３
年
９
月
１
日
に
施
行

予
定
日
が
決
定
し
た
た
め
報
告
す
る
。

　
町
で
は
、現
在
の
土
地
利
用
の
諸
課
題
に
対

応
し
つ
つ
、一
体
的
か
つ
将
来
を
見
据
え
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
新
た
な
制
度

を
導
入
。

　
土
地
利
用
の
課
題
は
、「
八
戸
都
市
計
画
区

域
」に「
お
い
ら
せ
町
の
一
部
」が
含
ま
れ
、１
町

２
制
度
に
よ
る
土
地
利
用
規
制
格
差
が
生
じ

お
い
ら
せ
都
市
計
画
の
施
行
予
定
日

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
順
位
と

集
団
接
種
の
実
施
報
告

 

接
種
順
位
の
決
定

　
国
は
各
自
治
体
の
裁
量
で
優
先
接
種
対

象
者
を
定
め
ら
れ
る
と
の
方
針
を
示
し
、

町
で
は
表
１
の
と
お
り
設
定
し
た
。

 

集
団
接
種
の
実
施

　
国
は
一
般
対
象
者
の
接
種
完
了
時
期
を

「
10
月
か
ら
11
月
」と
示
し
た
た
め
、

表
２
の
と
お
り
集
団
接
種
を
実
施
し
、

接
種
率
の
向
上
を
目
指
す
。

お
い
ら
せ
都
市
計
画
と
は
？

て
い
た
。そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、八
戸
か
ら

分
離
し
、新
た
に
町
全
域
を『
お
い
ら
せ
都
市

計
画
区
域
』と
し
て
指
定
す
る
。

　
都
市
計
画
見
直
し
に
よ
り
、次
の
３
つ
の
町

づ
く
り
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
。

①「
用
途
地
域
・
特
定
用
途
制
限
地
域

の
指
定
」良
好
な
住
環
境
や
営
農
環
境
の

維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
12
区
分
を
指
定
。

②「
建
築
基
準
法
に
よ
る
集
団
規
定
の

適
用
」日
照
、通
風
、採
光
等
の
良
好
な
居

住
環
境
の
確
保
や
、延
焼
防
止
、火
災
時
の

円
滑
な
消
火
活
動
や
救
助
活
動
等
の
防
災

性
を
確
保
。

③
「
開
発
許
可
対
象
面
積
の
統
一
化
」

全
町
の
開
発
許
可
対
象
面
積
を
統
一
化

し
、良
好
か
つ
安
全
な
宅
地
水
準
を
確
保

し
つ
つ
、生
活
基
盤
施
設
の
コ
ス
ト
を
縮

減
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
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７
月
臨
時
会
　
議
案
審
議

【
議
案
第
49
号
】

町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

問 

今
回
の
手
数
料
条
例
の
改
正
は

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
に
係
る
も

の
だ
が
、
町
の
発
行
件
数
は
。

　
ま
た
、
こ
の
カ
ー
ド
を
取
得
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
。

 

（
平
野
敏
彦 

議
員
）

答 
令
和
３
年
６
月
末
現
在
で
、
７

６
３
３
枚
、
町
民
の
約
30
％
が
取
得

し
て
い
る
。

　
メ
リ
ッ
ト
は
、
今
年
３
月
か
ら
個

人
番
号
カ
ー
ド
が
保
険
証
に
代
わ
る

予
定
だ
っ
た
が
、
国
保
中
央
会
か
ら

シ
ス
テ
ム
に
問
題
が
発
生
し
、
稼
働

は
10
月
か
ら
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
本
人
の
身
分
証
明
書
類
と

し
て
使
用
可
能
で
あ
り
、
将
来
的
に

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
介

し
て
行
政
手
続
き
が
行
え
る
予
定
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
な
る
場

合
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周

知
す
る
。

問 

６
月
末
ま
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
高
齢
者
の
接
種
率
は
。

（
澤
上
勝 

議
員
）

答 

７
月
７
日
時
点
で
、
１
回
目
接

種
は
３
９
０
０
人
の
53
・
８
％
、
２

回
目
接
種
は
２
５
６
０
人
の
35
・
４
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
７
月
10
、
11
日
に
実
施
す

る
集
団
接
種
に
よ
り
、
５
１
５
０
人

の
71
％
が
１
回
目
接
種
を
完
了
予
定

で
、
個
別
接
種
も
含
め
る
と
更
に
増

加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
充
当

残
金
は
。

答 
令
和
３
年
度
の
配
分
額
は
１
億

３
６
５
７
万
３
千
円
。
７
月
補
正
後

の
充
当
見
込
み
額
は
１
億
１
０
８
３

万
４
千
円
で
、
差
し
引
き
２
５
８
３

万
９
千
円
の
充
当
残
金
と
な
る
。

問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集

団
接
種
に
お
け
る
従
事
職
員
者
数
と

時
間
外
勤
務
手
当
の
積
算
根
拠
は
。

（
平
野
敏
彦 

議
員
）

答 

集
団
接
種
は
11
月
末
ま
で
の
全

12
回
を
実
施
予
定
。
そ
れ
に
従
事
す

る
職
員
は
40
人
前
後
と
な
り
１
５
０

０
万
円
を
積
算
。

問 

コ
ロ
ナ
対
応
職
員
の
過
労
死
の

可
能
性
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
当

町
職
員
１
人
当
り
の
残
業
時
間
は
ど

れ
ぐ
ら
い
か
。

　
ま
た
、
対
応
職
員
の
増
員
の
検
討
は
。 

 

（
佐
々
木
勝 

議
員
）

答 

コ
ロ
ナ
対
策
室
で
一
番
多
い
職
員

は
５
月
、
６
月
の
月
平
均
で
１
１
４

時
間
、
対
策
室
の
月
平
均
は
85
時
間
。

　
な
お
、
７
月
１
日
か
ら
専
任
職
員

を
１
名
増
員
し
た
。

問 

水
産
物
プ
レ
ミ
ア
ム

販
売
の
内
容
と
時
期
は
。

　
ま
た
、
農
産
物
の
販
売
は
。

（
楢
山
忠 

議
員
）

答 

漁
業
者
及
び
、
農
業
者
へ
の
支

援
事
業
で
あ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
販
売
を

昨
年
と
同
様
に
実
施
す
る
。
販
売
日

は
、

　
農
産
物
　
11
月
14
日
（
日
）

　
水
産
物
　
12
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　
時
間
　
８
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
場
所
　
下
田
公
園
駐
車
場

問 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
来
年
度
以
降

も
無
料
接
種
と
な
る
の
か
。

（
澤
上
訓 

議
員
）

答 

来
年
度
以
降
の
接
種
情
報
は
ま

だ
き
て
い
な
い
。

　
今
回
の
接
種
は
令
和
４
年
２
月
ま

で
の
接
種
期
間
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
後
に
つ
い
て
は
国
か
ら
の
情
報
が

入
り
次
第
、
周
知
す
る
。

い
ず
れ
も

【
議
案
第
51
号
】

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

議
会
改
革
特
別
委
員
会

７
月
30
日
（
金
）
と
８
月
12
日

（
木
）、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
改
善
・
懸
案
事
項
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ひ
ら  

の  

と
し 

ひ
こ

さ
わ  

が
み 

ま
さ
る

　
各
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
集
約
し
た

10
改
革
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
・
検

討
し
た
意
見
な
ど
を
基
に
、
今
後
の

方
向
性
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
調
査
・
検
討
】

  

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

  

・
円
滑
な
議
案
審
議

  

・
災
害
時
の
議
員
活
動

  

・
議
員
定
数
削
減
と
報
酬
改
定

  

・
本
会
議
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

【
保
留
な
ど
】

  

・
議
会
報
告
会
の
開
催

  

・
議
会
だ
よ
り
の
掲
載
方
法
改
善

  

・
議
会
基
本
条
例
の
制
定

  

・
選
挙
費
用
の
一
部
負
担

  

・
研
修
会
開
催

　
今
後
、
調
査
・
検
討
を
進
め
る
５

改
革
事
項
に
優
先
順
位
を
付
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

さ
わ 

か
み 

さ
と
し

な
ら  

や
ま 

た
だ
し

さ  

さ  

き 

ま
さ
る

ひ
ら
　
の

と
し 

ひ
こ
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議案審議一覧
 全て原案可決しました

２日 ( 木 )　開　　会
６日 ( 月 )　一般質問
７日 ( 火 )　議案審議
８日 ( 水 )　決算特別委員会
９日 ( 木 )　決算特別委員会、議案審議

令和２年度　決算特別委員会
― 主な質疑 ―

問ゴミ箱設置補助金額について見直しの考えは。

 （平野敏彦 委員）

問消防団員は、日中仕事で町外へ出ているが、消防団は必

要かと町民から聞かれたが。 （松林義光 委員）

ひ ら の としひこ

まつばやし よしみつ

答町民の皆様にお願いしたいのは、降水量が気になるから
といって河川の状況等を見に行かないで欲しい。

　町では、上流及び周辺の降水量等を総合的に判断し、高

齢者避難準備や避難指示を出す。また、テレビ等のニュー

ス情報を見て、避難の準備を進めて欲しい。

問奥入瀬川の水位はどのくらいになったら避難指示を出す

のか。 （馬場正治 委員）

答今年の４月に町内会長会議を開催した際、複数の町内会
から同様の要望があった。ゴミ箱の資材が高騰し、町内会

も苦慮しているとのこと。

　町の対応策として、補助金額について検討し、必要な補

助金の確保に努めていきたい。

答絶対に必要だと考えている。消防には八戸広域の常備消
防と各市町村で設置している消防団があるが、それぞれ役

割がある。消防団は、火災はもちろん、災害においても活

動しており、郷土愛護のボランティア精神を持ち志高く活

動している。

　本業や学業を持ちながら組織された「非常備消防」で、
「非常勤特別職」の地方公務員となる。
　消防団員は災害時に対応できるよ うに消火訓練、救助、
応急救護訓練をし、火災・災害発生時には消防署と連
携して活動し、「自らの地域は自ら守る」という精神に基
づき、火災の消火や人命救助の作業補助を行う。

消防団とは？

放棄した債権の報告について

令和２年度おいらせ町健全化判断比率及び資

金不足比率について

令和２年度おいらせ町一般会計継続費精算報

告について

令和２年度青森県新産業都市建設事業団特定

事業及び特定事業以外の事業の決算報告につ

いて

おいらせ町の議会の議員及び長の選挙におけ

る選挙運動の公費負担に関する条例の制定に

ついて

おいらせ町公契約条例の制定について

おいらせ町財政運営に関する条例の制定につ

いて

おいらせ町個人情報保護条例及びおいらせ町

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関

する条例の一部を改正する条例について

おいらせ町営住宅管理条例の一部を改正する

条例について

おいらせ町土地開発公社の解散について

令和３年度おいらせ町一般会計補正予算 ( 第

４号 ) について

令和３年度おいらせ町国民健康保険特別会計

補正予算 ( 第１号 ) について

令和３年度おいらせ町奨学資金貸付事業特別

会計補正予算 ( 第１号 ) について

報告第 ４ 号

報告第 ５ 号

報告第 ６ 号

報告第 ７ 号

議案第５２号

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

議案第５６号

議案第５７号

議案第５８号

議案第５９号

議案第６０号

令和３年度おいらせ町公共下水道事業特別会
計補正予算 ( 第１号 ) について
令和３年度おいらせ町農業集落排水事業特別
会計補正予算 ( 第１号 ) について
令和３年度おいらせ町介護保険特別会計補正
予算 ( 第１号 ) について
令和３年度おいらせ町後期高齢者医療特別会
計補正予算 ( 第１号 ) について
令和３年度おいらせ町病院事業会計補正予算
( 第２号 ) について
令和２年度おいらせ町一般会計歳入歳出決算
認定について
令和２年度おいらせ町国民健康保険特別会計
歳入歳出決算認定について
令和２年度おいらせ町奨学資金貸付事業特別
会計歳入歳出決算認定について
令和２年度おいらせ町公共下水道事業特別会
計歳入歳出決算認定について
令和２年度おいらせ町農業集落排水事業特別
会計歳入歳出決算認定について
令和２年度おいらせ町介護保険特別会計歳入
歳出決算認定について
令和２年度おいらせ町後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算認定について
令和２年度おいらせ町病院事業会計決算認定
について
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方
税財源の充実を求める意見書の提出について

議案第６１号

議案第６２号

議案第６３号

議案第６４号

議案第６５号

認定第 １ 号

認定第 ２ 号

認定第 ３ 号

認定第 ４ 号

認定第 ５ 号

認定第 ６ 号

認定第 ７ 号

認定第 ８ 号

発議第 ４ 号

９月
定例会

ば　ば　まさはる

賛成

  討論

 （田中正一 委員）
米価格下落に伴う
　　コメ農家への支援を
　　　要望し賛成とする

しょういちた な か

９
月
定
例
会
　
議
案
審
議
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（
目
的
）

第
１
条
　
町
財
政
の
健
全
化
を
図
る
。

（
基
本
姿
勢
）

第
２
条
　
町
民
の
信
託
及
び
負
担
に
基

づ
き
町
政
運
営
さ
れ
て
い
る
認
識
を
持

ち
計
画
的
に
行
う
。

（
町
長
の
責
務
）

第
３
条
　
町
長
は
、
基
本
姿
勢
に
基
づ

き
、
町
民
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
た
予
算
編

成
及
び
適
正
執
行
に
よ
り
健
全
な
財
政

運
営
を
行
う
責
務
を
有
す
る
。

（
情
報
の
共
有
）

第
４
条
　
分
か
り
や
す
い
財
政
情
報
を

町
民
へ
公
表
す
る
。

（
財
務
諸
表
の
作
成
）

第
５
条
　
毎
年
度
、
普
通
会
計
、
公
営

企
業
会
計
等
の
連
結
し
た
会
計
区
分
に

応
じ
公
表
す
る
。

（
資
産
及
び
負
債
）

第
６
条
　
資
産
の
売
却
や
有
効
活
用
、

維
持
補
修
等
を
行
い
効
果
的
に
活
用
。

（
基
金
の
積
み
立
て
等
）

第
７
条
　
公
共
施
設
の
修
繕
や
建
替
え

経
費
を
計
画
的
に
積
立
て
、
ま
た
災
害

等
の
有
事
の
た
め
基
金
を
留
保
す
る
。

（
地
方
債
の
発
行
）

第
８
条
　
将
来
、
町
民
が
負
担
す
る
妥

当
性
や
地
方
債
の
償
還
金
が
財
政
運
営

に
与
え
る
影
響
を
検
討
し
て
行
う
。

（
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
見
直
し
）

第
９
条
　
財
源
確
保
の
検
討
や
自
立
的

な
税
収
基
盤
整
備
、
町
税
の
適
切
な
徴

問 

第
10
条
、
使
用
料
等
の
見
直
し
の

条
文
中
「
受
益
及
び
負
担
の
適
正
化

を
図
る
た
め
見
直
し
を
行
う
」
と
あ

る
が
、
本
当
に
定
期
的
・
必
要
に
応

じ
て
で
き
る
の
か
。（平

野
敏
彦 

議
員
）

答 

学
校
給
食
費
負
担
金
や
下
水
道
、

公
共
施
設
使
用
料
等
様
々
あ
る
が
、

今
ま
で
見
直
し
て
こ
な
か
っ
た
も
の

も
あ
る
。
今
後
、
受
益
者
以
外
の
方

　
賛
成
で
は
あ
る
が
、
こ
の
（
上
記
）

第
12
条
を
見
る
と
、
今
後
、
柔
軟
な

対
応
が
難
し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、「
弾
力
的
か
つ
柔
軟
的
か
つ
即

応
的
で
あ
る
こ
と
を
心
掛
け
る
」
等

と
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

【
議
案
第
54
号
】

町
財
政
運
営
に
関
す
る
条
例
の
制
定

【
議
案
第
55
号
】

町
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
町
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
議
案
第
56
号
】

町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問 

最
新
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
率
及
び
目
標
取
得
率
は
。

（
楢
山
忠 

議
員
）

答 

令
和
３
年
８
月
末
時
点
で
８
２
１

９
枚
の
約
33
％
で
全
国
平
均
と
同
程

度
。
国
の
目
標
取
得
率
は
１
０
０
％

と
な
っ
て
い
る
が
、

情
報
漏
え
い
等
の
不

信
感
を
持
つ
方
も
お

り
、
安
全
性
を
周
知

し
取
得
率
の
向
上
を

目
指
し
た
い
。

問 
保
険
証
と
免
許
証
と
の
連
動
等
、

利
用
に
関
す
る
今
後
の
見
通
し
は
。

（
吉
村
敏
文 

議
員
）

答 

国
の
資
料
で
は
、
主
に
、

① 

２
０
２
１
年
度
中
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

問 

古
い
町
営
住
宅
の
方
針
（
改
築

又
は
取
り
壊
し
等
）
と
計
画
は
。

　ま
た
、
入
居
審
査
基
準
は
。

（
佐
々
木
勝 

議
員
）

答 

平
成
24
年
度
に
町
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
し
方
針
を
示
し
て

い
る
。
そ
れ
に
従
い
財
政
担
当
と
協

議
し
建
替
え
な
ど
を
進
め
る
。

　
入
居
審
査
基
準
の
方

法
は
く
じ
引
き
で
選

定
。
過
去
２
年
間
で
３

回
以
上
外
れ
た
方
は
２

回
抽
選
権
を
与
え
優
遇

措
置
を
実
施
。

問 

退
去
期
限
は
あ
る
か
。
な
け
れ

ば
制
度
追
加
を
考
え
て
い
る
か
。

（
西
館
芳
信 

議
員
）

答 

退
去
期
限
は
な
く
上
位
法
の
公

営
住
宅
法
に
も
明
記
さ
れ
て
い
な

い
。
入
居
後
、
生
活
が
安
定
し
た
場

合
は
退
去
を
促
し
て
い
る
。

議
案
第
54
号

お
い
ら
せ
町
財
政
運
営
に

関
す
る
条
例
制
定

９
月
７
日（
火
）、
青
森
県
内
初
と
な
る

条
例
が
可
決
。概
要
は
次
の
と
お
り
。

収
を
行
い
、
事
務
事
業
を
見
直
し
し
、

合
理
化
や
効
率
性
を
図
る
。

（
使
用
料
等
の
見
直
し
）

第
10
条
　
使
用
料
、
手
数
料
、
負
担
金

等
に
関
し
、
受
益
と
負
担
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
定
期
的
又
は
必
要
に
応
じ

総
合
的
な
見
直
し
を
行
う
。

（
補
助
金
の
見
直
し
）

第
11
条
　
補
助
の
必
要
性
及
び
効
果
、

補
助
率
又
は
補
助
金
の
適
正
化
等
の
観

点
か
ら
定
期
的
に
又
は
必
要
に
応
じ
総

合
的
な
見
直
し
を
行
う
。

（
実
施
計
画
と
の
関
係
）

第
12
条
　
基
本
計
画
及
び
実
施
計
画

で
、
予
め
財
政
運
営
に
与
え
る
影
響
を

勘
案
し
た
上
で
必
要
な
施
策
を
財
源
の

根
拠
を
も
っ
て
策
定
す
る
。

（
予
算
を
伴
う
計
画
）

第
13
条
　
中
期
財
政
計
画
に
予
算
見
込

額
を
反
映
さ
せ
る
。

（
中
期
財
政
計
画
の
策
定
）

第
14
条
　
毎
年
度
、
実
施
計
画
と
の
整

合
性
を
図
っ
た
上
で
中
期
的
計
画
を
策

定
し
公
表
す
る
。

に
と
っ
て
は
、
税
負
担
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
を
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
数

年
間
毎
に
行
っ
て
い
く
。

賛
成

  

討
論

（
西
館
芳
信 

議
員
）

よ
し
の
ぶ

に
し
だ
て

た
だ
し

な
ら 

や
ま

ま
さ
る

さ

　さ

　きよ
し 

の
ぶ

に
し 

だ
て

　
カ
ー
ド
と
在
留
資
格
カ
ー
ド
の
一
体

　
化
を
検
討

②
各
種
免
許
証
は
２
０
２
５
年
度
ま
で

　
に
外
国
の
状
況
を
踏
ま
え
在
り
方
等

　
を
検
討

国
で
は
「
カ
ー
ド
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
の
こ

と
だ
が
時
期
が
明
確
で
な
い
。

９
月
定
例
会
　
議
案
審
議

と
し 

ひ
こ

ひ
ら   

の

と
し  

ぶ
み

よ
し  

む
ら
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　 　公営企業 会計補正予算
補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容

病院事業会計(第2号) 2,431万円 10億8,983万円 電子カルテシステム購入費等
会計の名称

特　　別　 会計補正予算
会計の名称 補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容

国民健康保険（第1号） 3,013万円 25億1,201万円 県費返還金等
奨学資金貸付事業（第1号） 3万円 1,795万円 奨学生選考委員報酬等
公共下水道事業（第1号） 13万円 10億5,070万円 給料等
農業集落排水事業（第1号） ▲71万円 1億4,212万円 給料等
介護保険（第1号） 8,848万円 24億4,305万円 介護保険給付費準備基金積立金等
後期高齢者医療（第1号） 1,546万円 2億3,764万円 後期高齢者医療広域連合納付金等

庁用器具費
（議場卓上アクリル板）

財政調整基金積立金 介護保険特別会計
繰出金

障がい児保育給付費

【コロナ対応事業】
議場内全卓上へ設置する
アクリル板購入費
補正額　　  　 198万円
補正後　　  　 199万円

一般財源調整による増額
補正額　  2億5,141万円
補正後　  2億5,587万円

職員給与費等繰出金によ
る増額
補正額 780万円
補正後  　4億1,440万円

町内在住の障がい児が通
う保育園等に対し処遇の
向上を図るための運営費
新設 補正額　　588万円

【コロナ対応事業】 【コロナ対応事業】
○防疫等作業手当に要す
　る経費の増額
○新型コロナワクチン接
　種受付・案内業務に要
　する経費の繰出金増額
補正額　　       407万円
補正後　　    4,035万円

○住吉町・三沢線におけ
　る拡幅用地購入費
○鶉久保地区における私
　道整備補助金
○住吉町線整備事業用地
　買収における単価改定
　に伴う増額　ほか
補正額 1,477万円
補正後　  2億2,202万円

経年劣化に伴う津波避難
誘導標識のソーラーバッ
テリー及びＬＥＤ灯交換
工事費
新設 補正額　   382万円

成人式実施にあたり、新
成人を対象とした抗原検
査キット購入費等を増額
補正額　　  　  153万円
補正後　　 　   207万円

病院事業会計医業外
収益補助金

道路橋りょう
新設改良費

津波避難誘導標識
照明等交換工事費

消耗品費
（成人式典事業分）

財政調整基金とは

 9月の主な一般会計補正予算（第４号）

算
予
正
補
月
９

　会
例
定

歳入歳出予算の総額に2億4,928万円を増額し、予算の総額は、104億8,982万円としました。

年度によって生じる財源
の不均衡を調整するため
に、財源に余裕がある年
度に積み立てておくもの
で、町の預金に該当しま
す。

13

12

14

15

・通学路指定についての検討結果は

・通学路の設定条件は

・日没後に下校する児童生徒の服装についてその後の検討結果は

・デマンド型交通の導入について問う

・下田公園、いちょう公園内のトイレの整備状況は

・公共交通の見直しの考えは

・朝６時の防災無線の時報休止はいつまでか

・通学路の歩道の再点検と整備計画は

・全町デマンド型交通について問う

・成人式の開催は

・百石高校永久存続に対する取り組みは

・空家対策と空き家バンク制度の取り組み実績は

・児童・生徒へのタブレット端末導入後の成果は

・給食費無料化継続による町政への影響は

・おいらせ町長選挙への出馬は

ば ば はるまさ

馬　場　正　治　議員

さわ がみ まさる

澤　上　　　勝　議員

さ さ き まさる

佐々木　　　勝　議員

ひら の ひことし

平　野　敏　彦　議員
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各
学
校
で
の
通
学
路
の
設
定
に

つ
い
て
、
７
月
の
校
長
会
で
確
認

を
し
、
現
在
各
学
校
に
対
し
て
作

業
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

 

文
科
省
が
通
学
路
の
設
定
条
件

と
し
て
い
る
も
の
は
、

・
で
き
る
だ
け
歩
車
道
の
区
別
が
あ

る
。
区
別
が
な
い
場
合
、
交
通
量

が
少
な
い
。

・
幅
員
が
児
童
生
徒
等
の
通
行
を
確

保
で
き
る
。

・
遮
断
機
の
な
い
無
人
踏
切
を
避
け

る
。

・
見
通
し
の
悪
い
危
険
箇
所
が
な
い
。

・
横
断
箇
所
に
横
断
歩
道
、
信
号
機

が
設
置
さ
れ
た
り
、
又
は
、
警
察

　

 

障
害
者
の
利
用
は
可
能
な
限
り

対
応
す
る
が
、
車
椅
子
等
で
の
利
用

は
、
介
助
等
の
資
格
の
あ
る
ド
ラ
イ

バ
ー
が
少
な
い
こ
と
や
、
乗
り
合
い

で
運
行
す
る
た
め
対
応
が
難
し
い
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
た
い
。

　

 

明
る
い
蛍
光
色
の
反
射
材
付
き

ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
の
採
用
（
着

用
）
に
つ
い
て
は
、
校
長
会
、
教

頭
会
及
び
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

で
意
見
交
換
を
行
っ
た
が
、「
そ
の

よ
う
な
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
は

今
の
生
徒
に
は
好
ま
れ
る
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

着
用
等
の
指
導
に
困
難
を
き
た
す
」

等
の
意
見
が
あ
り
、
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

官
等
の
誘
導
が
行
わ
れ
た
り
し
て

い
る
。

・
犯
罪
の
可
能
性
が
低
い
。

等
を
も
っ
て
設
定
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

どうする通学路の指定と
死亡事故再発防止は？

通
学
路
指
定
に
つ
い
て
の

検
討
結
果
は

通
学
路
の
設
定
条
件
は

日
没
後
に
下
校
す
る

児
童
生
徒
の
服
装
に
つ
い
て

そ
の
後
の
検
討
結
果
は

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の

導
入
に
つ
い
て
問
う

 　

 

６
月
の
一
般
質
問
で
教
育
長
は

「
各
学
校
の
先
生
方
や
関
係
者
の

意
見
も
参
考
に
し
て
通
学
路
の
指

定
を
検
討
し
た
い
」と
答
え
て
い

る
が
、検
討
作
業
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

 　

 

当
町
で
通
学
路
を
指
定
す
る

場
合
の
設
定
条
件
は
、ど
の
よ
う

な
場
所
を
指
定
す
る
考
え
か
。

　

 

６
月
の
一
般
質
問
で
教
育
長
は

「
生
徒
が
明
る
い
蛍
光
色
の
、
運
転

手
か
ら
見
え
や
す
い
上
着
を
着
て

い
れ
ば
、
今
年
１
月
の
木
ノ
下
中

男
子
生
徒
の
死
亡
事
故
は
防
げ

た
か
も
し
れ
な
い
」
と
答
え
て
い

る
が
、
こ
の
問
題
は
ど
う
な
っ
た

の
か
。

　

 

来
年
４
月
か
ら
、今
ま
で
の

町
民
バ
ス
を
一
部
廃
止
し
、10
人

乗
り
ワ
ゴ
ン
車
４
台
に
よ
る
デ

マ
ン
ド
型
交
通
を
導
入
予
定
だ

が
、車
椅
子
利
用
者
等
の
障
害
者

は
利
用
で
き
な
い
の
か
。

※
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

町
事
業
で
、介
護
を
要
す
る

高
齢
者
や
身
体
障
害
者
等
が

医
療
機
関
へ
の
通
院
が
困
難
な

場
合
に
リ
フ
ト
バ
ス
等
で
送
迎
。

【
利
用
料
金
】

　

待
機
有
・
30
分
未
満
千
円

　

待
機
無
・
１
時
間
未
満
千
円

※
福
祉
タ
ク
シ
ー

　

民
間
で
行
う
タ
ク
シ
ー
事
業

で
通
院
等
の
た
め
の
乗
車
や

降
車
の
介
助
を
行
う
。

▲今年１月22日に横断中の中学生がトラックに
　ひかれ死亡した事故現場

▲警察の実況見分で確認された接触地点
　（時速約46㎞、発見地点約1.2m手前）

馬
ば

場
ば

　正
まさ

治
はる

 議 員

※
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交通弱者や買い物難民に対する
公共交通の見直しを

佐
さ

々
さ

木
き

　勝
まさる

 議 員

　
 

公
園
の
ト
イ
レ
は
、
下
田
公
園

が
４
箇
所
、
い
ち
ょ
う
公
園
は
６
箇

所
あ
る
。

　

清
掃
及
び
管
理
は
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、
週

２
日
ト
イ
レ
内
の
拭
き
掃
除
、
週
５

日
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
補
充
や
ご

み
拾
い
、
見
回
り
を
実
施
し
て
い
る
。

　

 

両
ト
イ
レ
に
は
車
椅
子
の
方
が

利
用
で
き
る
ト
イ
レ
は
設
置
さ
れ

て
お
ら
ず
、
今
後
、
車
椅
子
の
方
も

利
用
で
き
る
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

　

 

時
報
は
、
一
日
３
回
、
朝
６
時
、

昼
12
時
、
夕
方
６
時
に
流
し
て
い
た

が
、
シ
ス
テ
ム
が
正
常
作
動
す
る
か

確
認
す
る
た
め
実
施
し
て
い
る
。

　

屋
外
子
局
周
辺
の
住
民
か
ら
、
朝

の
時
報
音
に
よ
り
、
夜
勤
明
け
や
小

さ
い
子
ど
も
へ
の
睡
眠
妨
害
等
、
日

常
生
活
の
支
障
に
対
す
る
苦
情
が
毎

年
の
よ
う
に
届
い
て
い
た
。

　

そ
こ
で
今
年
度
か
ら
朝
６
時
の
時

報
を
試
験
的
に
休
止
し
、
状
況
を
見

る
こ
と
と
し
た
。

 　

休
止
運
用
時
の
意
見
等
を
ま
と
め
、

総
合
的
に
判
断
す
る
が
、
具
体
的
な

判
断
基
準
は
設
け
て
い
な
い
。

    

タ
ク
シ
ー
と
同
じ
よ
う
に
、
利

用
者
が
希
望
す
る
町
内
の
場
所
で

乗
り
降
り
で
き
、
距
離
に
関
係
な

く
料
金
を
設
定
し
て
い
る
。

　

既
存
タ
ク
シ
ー
料
金
は
、
初
乗
り

料
金
に
走
行

距
離
に
応
じ

加
算
さ
れ
、

こ
れ
と
比
較

す
れ
ば
、
既

に
十
分
安
価

で
あ
る
。

　

割
引
導
入

に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な

い
。

　
 

町
か
ら
住
民
に
対
し
、
災
害
等
の

有
事
の
際
に
各
種
防
災
情
報
を
迅
速

に
伝
達
し
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
整
備
し
て
い
る
。
こ
の

他
、
行
政
情
報
な
ど
も
放
送
で
き
る
。

 　

来
年
４
月
か
ら
の
デ
マ
ン
ド
型

交
通
導
入
に
よ
り
町
民
バ
ス
は
通
ら

な
く
な
る
が
、
十
和
田
観
光
電
鉄

（
株
）
が
運
行
し
て
い
る
路
線
バ
ス

の
三
沢
百
石
線
は
、
今
後
も
洋
光
台

地
区
内
を
運
行
す
る
。

　

ま
た
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
は
、
予

約
に
応
じ
て
希
望
す
る
場
所
で
乗
り

降
り
が
で
き
、
バ
ス
停
ま
で
歩
く
の

も
不
要
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
よ

り
便
利
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
関
連
記
事
16
ペ
ー
ジ
参
照
）

    

国
、
県
へ
の
許
可
手
続
き
に
よ

り
、
建
築
が
可
能
と
な
る
場
合
が
あ

る
。
町
は
誘
致
を
考
え
て
い
な
い
が
、

洋
光
台
地
区
で
開
業
し
た
い
方
が
い

れ
ば
、
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

下
田
公
園
、い
ち
ょ
う
公
園
内
の

ト
イ
レ
の
整
備
状
況
は

公
共
交
通
の
見
直
し
の考

え
方
は

朝
６
時
の
防
災
無
線
の

時
報
休
止
は
い
つ
ま
で
か

 　

下
田
公
園
、い
ち
ょ
う
公
園
内

ト
イ
レ
は
何
箇
所
あ
る
か
。

　

ま
た
、清
掃
頻
度
や
管
理
は
。

 　

来
年
４
月
以
降
、町
民
バ
ス
・
循

環
バ
ス
も
洋
光
台
地
区
を
通
ら
な

い
予
定
だ
が
、町
民
バ
ス
の
ル
ー
ト

に
追
加
で
き
な
い
理
由
は
。

 　

洋
光
台
地
区
内
に
は
新
た
な

都
市
計
画
施
行
に
よ
り
コ
ン
ビ

ニ
も
建
て
ら
れ
な
い
が
、特
例
等

に
よ
り
軟
弱
地
盤
を
利
用
し
て

コ
ン
ビ
ニ
を
誘
致
す
る
事
は
で

き
な
い
か
。

 　

洋
光
台
入
口
駐
車
場
ト
イ
レ

と
体
育
館
前
ト
イ
レ
を
車
椅
子
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
、改
修
工
事

を
す
る
予
定
は
な
い
か
。

     

防
災
無
線
の
趣
旨
、役
割
、

目
的
は
。

    

利
用
料
金
の
高
齢
者
割
引
、

定
期
券
割
引
等
を
導
入
し
な
い

理
由
は
。

    

朝
６
時
の
時
報
の
試
験
的
休

止
に
至
っ
た
経
緯
と
休
止
以
外

の
検
討
は
行
っ
た
の
か
。

    

休
止
期
間
を
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
と
し
て
い
る
が
、ど
う

い
う
状
況
に
な
っ
た
ら
休
止
の

継
続
、又
は
復
活
す
る
の
か
。

▲洋光台入口の駐車場トイレ
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の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
で
５
年

間
の
長
期
継
続
契
約
を
予
定
。
車

両
は
10
人
乗
り
で
、
通
年
運
行
と

し
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
。
料
金
は
単
独
乗
車
の
場
合
、

中
学
生
以
上
５
０
０
円
で
、
小
学

生
ま
で
は
２
０
０
円
。
二
人
以
上

の
乗
合
時
は
中
学
生
以
上
３
０
０

円
、
小
学
生
ま
で
は
１
０
０
円
を

予
定
。（
関
連
記
事
16
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

参
入
事
業
者
は
、
乗
合
事
業
の

許
可
を
受
け
、
町
が
定
め
る
仕
様

を
満
た
し
、
安
全
、
確
実
に
運
行

で
き
る
こ
と
が
条
件
。
実
証
実
験

は
行
わ
ず
、
来
年
４
月
か
ら
本
格

運
行
を
行
う
。

　

 

令
和
３
年
度
の
成
人
式
は
令
和

４
年
１
月
９
日
、
日
曜
日
に
町
民

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定
。
式

典
時
間
は
30
分
程
度
に
短
縮
し
て

行
う
方
針
。

　

感
染
リ
ス
ク
を
防
ぐ
た
め
、
新

成
人
参
加
者
へ
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

を
事
前
配
布
し
対
策
を
行
う
。

　

令
和
２
年
度
の
成
人
式
は
前
日

の
令
和
４
年
１
月
８
日
、
土
曜
日

に
開
催
し
同
様
の
対
応
を
取
る
。

　
 

「
お
い
ら
せ
町
通
学
路
安
全
推
進

協
議
会
」
で
危
険
な
歩
道
の
点
検

を
実
施
し
、
６
路
線
の
対
策
が
必

要
と
判
断
。
通
学
指
導
等
の
ソ
フ

ト
対
策
と
併
せ
て
、
カ
ラ
ー
舗
装

等
の
ハ
ー
ド
対
策
を
講
じ
る
。

　

な
お
、
昨
年
度
ま
で
の
整
備
状

況
は
、
６
路
線
、
延
長
約
１
３
１

４
メ
ー
ト
ル
の
路
肩
カ
ラ
ー
舗
装

を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
計
画
は
、
予
算
状
況
に

応
じ
対
策
工
事
を
進
め
て
い
く
。

　

 

食
物
調
理
科
は
、
卒
業
と
同
時

に
調
理
師
免
許
を
取
得
で
き
る
県

内
唯
一
の
県
立
高
校
。
高
校
生
レ

ス
ト
ラ
ン
の
運
営
、
地
元
食
材
を

活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
成
人

式
で
の
料
理
提
供
等
を
行
っ
て
い

る
。
普
通
科
も
、
探
求
型
学
習
を

通
じ
た
情
報
収
集
・
活
用
能
力
の

習
得
、
地
産
地
消
レ
シ
ピ
コ
ン
テ

ス
ト
の
企
画
運
営
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

高
校
か
ら
は
特
色
あ
る
教
育
活

動
に
つ
い
て
、
今
後
も
新
た
な
取

り
組
み
を
模
索
し
、
充
実
・
強
化

し
て
い
き
た
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

町
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
て
お
り
、
可
能
な
範
囲
で
協
力

し
て
い
き
た
い
。

　

 

来
年
４
月
導
入
予
定
の
新
公
共

交
通
体
系
は
、
全
町
デ
マ
ン
ド
型

交
通
運
行
に
加
え
、
町
民
バ
ス
１

路
線
を
運
行
し
、
朝
夕
は
北
部
地

区
の
通
学
需
要
へ
対
応
、
日
中
は

本
庁
舎
・
分
庁
舎
・
下
田
駅
・
イ

オ
ン
モ
ー
ル
下
田
を
循
環
運
行
す

る
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

町
内
の
希
望
す
る
場
所
で
乗
降
で

き
る
こ
と
、
今
ま
で
よ
り
短
時
間

で
目
的
地
に
到
着
で
き
る
こ
と
な

ど
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
町
民
バ
ス

よ
り
料
金
が
高
く
な
る
こ
と
、
予

約
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
予
約
状

況
に
よ
っ
て
到
着
時
間
が
定
ま
ら

な
い
こ
と
な
ど
。

　

 

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
（
以
下
「
乗
合
事
業
」
と
い
う
。）

・通学路で犠牲者が発生しないうちに危険な歩道の整備を急げ

・百石高校を「わが町の地域の学校」として
永久存続させる為に町をあげて支援を

澤
さわ

上
がみ

　勝
まさる

 議 員

通
学
路
の
歩
道
の
再
点
検
と

整
備
計
画
は

全
町
デ
マ
ン
ド
型

交
通
に
つ
い
て
問
う

成
人
式
の
開
催
は

百
石
高
校
永
久
存
続
に

対
す
る
取
り
組
み
は

 　

通
学
路
で
犠
牲
者
が
発
生
し

な
い
う
ち
に
危
険
な
歩
道
の
整

備
を
急
ぐ
考
え
は
。

 　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
と
町
民
バ

ス
１
路
線
の
運
行
内
容
と
メ
リ
ッ

ト
及
び
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

 　

前
年
度
と
今
年
度
の
開
催
方

法
は
。

 　

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
発
展

さ
せ
る
た
め「
高
校
生
レ
ス
ト
ラ

ン
」の
ほ
か
に
有
効
な
施
策
は
。

 　

運
行
主
体
、車
両
、運
行
日
・

時
間
及
び
利
用
料
金
は
。

　

ま
た
、交
通
事
業
へ
の
地
元
企

業
の
参
入
、実
証
実
験
を
す
る
べ

き
と
思
う
が
。

▲幅員が狭く歩道もない道路を通学する中学生の様子

▲高校レストラン結弁当の

販売風景

▲

毎
朝
、
保
護
者

と
登
校
す
る

児
童
の
様
子
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これでいいのか空家対策！！

平
ひら

野
の

　敏
とし

彦
ひこ

 議 員

　

 
町
独
自
に
条
例
整
備
す
る
こ
と

な
く
、
法
律
で
市
町
村
は
規
定
の

範
囲
内
に
お
い
て
対
策
を
講
じ
る

よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
対

策
に
取
り
組
む
た
め
の
「
空
き
家

等
対
策
計
画
」
は
策
定
済
み
。

　

 

対
策
と
し
て
「
空
き
家
等
対
策

計
画
」
を
定
め
実
態
調
査
、
発
生

予
防
、
適
正
管
理
等
の
取
り
組
み

を
掲
げ
て
い
る
が
、
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
。

　

課
題
と
し
て
個
人
所
有
財
産
の

た
め
無
断
で
立
入
る
こ
と
が
出
来

ず
、
所
有
者
の
責
任
に
よ
り
対
応

す
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
る
。
行

政
が
で
き
る
こ
と
を
整
理
し
、
改

善
策
を
講
じ
る
。

　

 

今
年
度
末
で
期
限
を
迎
え
る
が
、

施
策
効
果
が
大
き
い
こ
と
か
ら
来

年
度
以
降
も
３
年
間
継
続
す
る
予

定
。

　

 

教
育
に
要
す
る
経
済
的
負
担
を

少
し
で
も
軽
減
し
た
い
と
の
思
い

に
よ
る
も
の
。
ま
た
、
子
育
て
支

援
を
充
実
さ
せ
、
移
住
・
定
住
促

進
の
相
乗
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
、

所
得
制
限
を
設
け
な
い
こ
と
と
し

た
。

　

な
お
、
給
食
費
無
料
化
も
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
施
策
の
一
つ
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

 

後
援
会
と
相
談
の
上
、
適
切
な

時
期
に
結
論
を
出
し
た
い
。

校
外
学
習
で
活
用
し
て
い
る
。

　

当
面
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
慣

れ
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
次
の

段
階
で
利
用
を
図
り
た
い
。

　

 

令
和
３
年
５
月
１
日
現
在
、
町

の
人
口
は
２
万
５
２
７
８
人
。
対

象
者
は
２
１
４
８
人
で
全
人
口
の

約
８
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
年
間
１
人
当
り
、
小
学
生
で

約
５
万
１
千
円
、
中
学
生
約
５
万

７
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
の
１
年
間
無
料
化

分
は
、
免
除
・
補
助
分
合
わ
せ
約

１
億
１
３
８
９
万
８
千
円
の
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。

　

 

本
年
９
月
１
日
現
在
、
賃
貸
が

１
件
、
売
買
が
２
件
、
賃
貸
又
は

売
買
ど
ち
ら
で
も
良
い
が
１
件
登

録
さ
れ
、
う
ち
３
件
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
成
立
し
て
い
る
。

　

町
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
促

進
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
や
固
定
資
産
税
の
納
付
書
郵

送
封
筒
に
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
同
封
し
、

周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

 

以
前
は
１
台
を
複
数
人
で
利
用

し
、
利
用
し
た
い
時
に
利
用
で
き

な
か
っ
た
が
、
１
人
１
台
利
用
可

能
と
な
っ
た
こ
と
。

　

 

家
庭
学
習
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
利
用
し
て
い
る
事
例
は
な
い
が
、

空
家
対
策
と
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
の
取
り
組
み
実
績
は

児
童
・
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
導
入
後
の
成
果
は

給
食
費
無
料
化
継
続
に
よ
る

町
政
へ
の
影
響
は

お
い
ら
せ
町
長
選
挙
へ
の
出
馬
は

 　

空
家
対
策
に
関
す
る
特
別
措

置
法
で
市
町
村
は
必
要
な
措
置
を

適
切
に
講
ず
る
よ
う
努
め
る
と
あ

る
が
、空
家
に
関
す
る
条
例
制
定

予
定
は
。

 　

 
教
育
現
場
で
良
か
っ
た
点
は
。

 　

給
食
費
無
料
化
の
対
象
者
数

と
児
童
・
生
徒
１
人
当
た
り
と
全

体
の
１
年
間
無
料
化
分
の
給
食
費

は
い
く
ら
か
。

 　

令
和
４
年
成
田
町
長
の
出
処

進
退
に
つ
い
て
問
う
。

 　

令
和
２
年
度
決
算
は
、経
常
収

支
比
率
95
・
３
％
と
過
去
最
大
値

と
な
っ
た
。財
政
硬
直
化
が
継
続

し
て
い
る
が
、無
料
化
を
続
け
た

場
合
、将
来
、町
民
に
影
響
が
出
る

と
思
わ
れ
る
が
、ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

 　

町
長
は「
困
っ
て
い
る
方
を
助

け
る
の
が
福
祉
で
あ
り
、恵
ま
れ

て
い
る
方
ま
で
町
が
援
助
す
る
べ

き
で
は
な
い
」と
発
言
を
し
て
い

た
が
、一
方
で
は
高
額
所
得
者
も
無

料
化
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。町
長

公
約
の「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
」実
現
の
た
め
、メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
政
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

 　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」制
度
で
の

売
買
及
び
賃
貸
登
録
件
数
と
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
実
績
は
。

 　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
家
庭
学

習
の
事
例
は
あ
る
か
。ま
た
、当
町

で
実
施
す
る
考
え
は
。

 　

空
家
に
隣
接
す
る
多
く
の
住

民
か
ら
防
災
、環
境
面
で
不
安
の

声
が
あ
る
。空
家
等
に
関
す
る
こ

れ
ま
で
の
対
策
は
。
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Ｒ２年度 「不満」回答が多い項目
１位 バス交通の利便性
２位 鉄道交通の利便性
３位 町立病院や診療所の立地・診療科目

第３回議員全員協議会
8月19日(木)に開催し、６件について協議しました。

今回は『公共交通の見直し』をピックアップして掲載します。

　
コ
ロ
ナ
感
染
は
と
ど
ま
る

事
な
く
、
凄
ま
じ
い
勢
い
で

拡
大
し
て
き
た
。

　
議
会
に
お
い
て
も
、
コ
ロ

ナ
に
関
す
る
質
問
が
止
ま
ら

な
い
。

　
県
内
で
は
、
緊
急
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
公
共
施
設
を
原

則
休
館
、
イ
ベ
ン
ト
等
は
中

止
・
延
期
、
学
校
の
部
活
動

の
時
間
短
縮
や
禁
止
等
が
定

め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
余
り
報

道
が
な
か
っ
た
保
育
園
・
幼

稚
園
、
小
中
学
校
、
高
校
に

ま
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
。

も
う
、
あ
と
が
な
い
。
守
ろ

う
！
子
供
達
を
。
皆
の
力
で

コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
よ

う
。

　
頼
み
の
綱
の
「
ワ
ク
チ
ン

接
種
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
」

を
実
現
し
、
さ
ら
に
は
３
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
早
く

行
う
事
が
切
な
る
願
い
で
あ

る
。

広
報
委
員
　
澤
上
　
訓

第４回定例会のお知らせ

●問い合せ　議会事務局（本庁舎3階）
●電話　0178（56）2112

令和３年 12 月２日（木）午前 10 時から
おいらせ町議会では、

みなさんの傍聴をお待ちしています。
傍聴の際はマスクの着用をお願いします。

 イメージは乗合タクシー予約するとＡＩが自動で
　　ルートを設定するよ

さ
わ 

か
み
　
　
さ
と
し

【現状】
運行状況
３台のバスで４路線、全 19 便運行
・東線５便、南線６便、北線６便、　下田駅～イオンモール
　下田線２便
乗車料
・１回乗車２００円 ( 小学生１００円、未就学児無料 )
・回数券を２千円で販売 ( 一般 11 回、学生 13 回 )

【課題】
・予算の制約上バスの台数を増やすことが難しい。
・時間帯で乗車率の差がある。
【見直しの考え方】
　調査・検討を重ねた結果、デマンド（需要・要求）型
交通の全町導入が望ましいとの結論に至った。

【令和４年度以降の公共交通体系案】
「全町デマンド型交通」と「町民バス１路線」で運行
デマンド型交通
◆運 行 日：通年運行
◆運行時間：午前８時～午後６時
◆利用料金
　・中学生以上 ５００円（乗合発生時 ３００円）
　・小学生まで ２００円（乗合発生時 １００円）
　・未就学児は無料（要保護者同伴）
町民バス
◆運行日：通年運行 ( 日中はイオン・下田駅・庁舎間を
　　　　　運行し、朝・夕は北部の通学需要に対応 )
◆乗車料：変更なし(１回乗車２００円(小学生１００円、
　　　　 未就学児無料 ))

【概要】
　現在の町民バスは各世代の幅広いニーズに対応しておら
ず、町民アンケートでも不満が寄せられていた。それを改
善するため抜本的に公共交通を見直し、令和４年度以降の
公共交通案について協議する。

　利用者が事前に電話やスマートフォン
で予約すると町内の希望する場所（自宅
やスーパー、病院等）へ送迎する公共交
通サービスです。
　イメージとして『定額制のタクシー』
ですが、乗合になることもあるので時間
に余裕をもって依頼して下さいね。
　あらかじめ決まった時間、決まった経
路を走る町民バスとは異なり、今よりは
便利性が向上しますよ。

※過去２年間もバス交通への不満回答が最も多い。

【町民アンケート結果】

町のデマンド型交通とは？

変更後


